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学習ストラテジー指導モデルの構築
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　英語教育の分野では、教師主導の授業から学習者主
導の授業が重要視されると同時に、教師がどのように
教えるかという観点から学生がどのように学んでいる
のかという観点に関心が移った。それに伴い、学習者
の個人差要因が言語習得にどのように影響するかを研
究する個人差要因研究が盛んに行われている。個人差
要因には、動機づけ、信条、年齢、言語適性、性差、
学習スタイル、学習ストラテジーなどが含まれるが、
その中でも注目を浴びているのが、学習ストラテジー
である。
　学習ストラテジーとは、先行研究を集約すると、言
語習得をより効果的にするために、情報を処理したり、
理解したり、記憶にとどめようとする時に、学習者が
使う思考過程や行動のことを意味する。与えられたタ
スクに、適切な学習ストラテジーを使うことにより、
英語習熟度が増すことは、既に数多くの先行研究で明
らかにされている。また、学習ストラテジーを身につ
けた学習者は、自らが学習の目標を立て、学習のイニ
シアテブを取り、自らの学習に責任を持つ自律した学
習者になれるということもわかってきた。TESL（アメ
リカやイギリスなど、英語が日常語として話されてい
る環境での英語教育）のコンテクストでは、学習スト
ラテジー指導に基づいた英語教育が盛んに行われてい
る。また、中国のようなTEFL（日本と同じように、英
語が日常語として話されていない環境での英語教育）
のコンテクストにおいても、日本の学習指導要領にあ
たる課程基準（小学校・中学校・高校用）には明確に
学習ストラテジー指導の必要性が明記されており、教
科書に学習ストラテジー指導が組み込まれている。し
かしながら、日本の大学の英語教育の現場では学習ス
トラテジー指導は、ほとんど行われていない。特にス
ピーキングの授業では、学習ストラテジー指導が全く
行われていないといっても過言ではない。その最大の
理由は、日本の大学における、学習ストラテジー指導
に基づいたスピーキングの授業のモデルがなく、スト
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ラテジー指導の方法が明確ではないからである。本研
究では、日本の大学のスピーキングの授業における学
習ストラテジー指導モデルの構築を目指した。
　学習ストラテジー指導を行ったのは、経営学部の全
学年対象の選択科目である「コミュニケーション英
語・中級」のクラスである。毎年20人前後の学生が履
修している。このクラスの目的は、日本人が苦手とす
る英語でのpublic　speakingの技術を身につけることで
あり、授業では英語でのスピーチとプレゼンテーショ
ンを練習した。教科書は、アメリカの高校で使われて
いるGetting　Started　in　Public　Speαking　（Payne＆
Carlin，1994）を使用し、教科書の指導内容を変えずに、
学習ストラテジー指導を取り入れた。OIMalleyとその
グループが作った学習ストラテジー指導モデル（1999）
を基本とし、preparation，　presentation，　practice，
evaluationの4つのステージにそって、学習ストラテジ
ー指導を行った。授業で紹介したストラテジーは、
organizationαl　plαnning，　directed　attention，
summαrizαtion，　self－tαlh，　self－evaluatiOn．　COOρeration，
inferencingなど約20に及んだ。
　この学習ストラテジー指導モデルの有益性を検証す
るにあたって次のことを調べた。
1　学習ストラテジー指導により、学生はストラテジ
ーを適切に使うようになったか？
2　学生のスピーチの技術、または、プレゼンテーショ
ンのスキルは上達したか？
　データの収集方法としては、次の2つの方法を用いた。
1　適切にストラテジーを使えるようになったかを調
べるために、学生にジャーナル（学生が自分の英語学
習について記録する。特に、いつ、どのタスクで、ど
の学習ストラテジーを使い、どのような効果があった
か、もしくは、なかったかを記録する）を前期、後期
にわたり週1度の割合で書かせた。
2　前期の始まりと終わりに“What　1　would　like　to　do
in　the　future”というタイトルで学生にスピーチをさせ
て、学習ストラテジーの指導前と指導後にpublic
speakingのスキルが上達したかどうかを調べた。
　ジャーナルの分析にあったては、ストラテジーの種
類ごとにコード付けをした。コード付けの信頼性を高
めるため、もう1名ジャーナルを分析する採点者をお願
いした。これにより、ストラテジーの使用の変化の有
無を調べた。また、public　speakingのスキルの上達を
測るためにスピーチ評価表を点数化した。評価表はス
ピーチをする学生に対して他の学生全員と教師が評価
をし、ストラテジーの指導前と指導後の評価表での点
数の変化を調べた。
　結論としては、教科書の内容にそって、01Malleyと
そのグループが作った学習ストラテジー指導モデルを
使い、明示的に学習ストラテジー指導を行うことによ
り、学生は、より適切に学習ストラテジーを使用でき
るようになった。また、public　speakingのスキルも上
達したことがわかった。従って、本研究で、構築した
スピーキング授業における学習ストラテジー指導モデ
ルは有効であったと言える。
